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DSO参加機関 公開イベントのご案内     

  ■筑波大学■ 科研費獲得支援イベント 

   科研費改革 2018説明会  

【日時】平成29年7月24日 (月)14:30-16:30 

【行事名】科研費獲得支援イベント 

【題名】科研費改革2018説明会  

【講師】永原 裕子 氏 

（学術システム研究センター副所長・東京工業大学地球生命研究所フェロー）他 

【場所】筑波大学 2H201（中地区 第2エリア） 

【申込方法】申し込みフォーム 

  http://www.tsukuba.ac.jp/event/e201706161430.html 

【開催機関】筑波大学  

【関連情報】http://ura.sec.tsukuba.ac.jp/archives/11945 

【問合先】筑波大学URA研究戦略推進室 Tel 029-853-4545 

【対象】DSO参加機関以外も対象 

 

  ■筑波大学■ 研究力向上セミナー 

 Science Visualization（サイエンス・ビジュアリゼーション）  

【日時】平成29年7月21日(金)14:00～15:30   

【行事名】 研究力向上セミナー 

【題名】Science Visualization  

【講師】有賀 雅奈 氏（東北大学研究推進・支援機構URAセンター特任助教） 

【場所】筑波大学 総合研究棟A-107 

【申込方法】申し込みフォーム 

 https://goo.gl/forms/lPwvUeYV92e73QV82 

【開催機関】筑波大学 

【関連情報】http://diversity.tsukuba.ac.jp/?p=9897 

【問合先】筑波大学ダイバーシティ・アクセシビリティー・キャリアセンター 

ダイバーシティ部門 

  Tel 029-853-8504  

【対象】DSO参加機関以外も対象 
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イベント参加報告     

産総研 第11回ワーク・ライフ・バランスセミナー 参加報告 

「男の看方、女の見方 ―人間関係とジェンダーの視点で介護のしかたを考える 」 

【日時】 平成29年6月20日（火）13:30-14:30 

【場所】 産業技術総合研究所 つくばセンター中央 

共用講堂2階 大会議室  

【主催】 産業技術総合研究所 

【講師】講師：平山 亮 氏（東京都健康長寿医療セン

ター研究所 福祉と生活ケア研究チーム） 

 

 厚労省の調査（2013年）では、介護が必要な高齢者

のなかで主に息子から介護を受けている人は16%で、

娘（19%）や義理の娘（18%）と比べて少数派ではな

くなってきています（ちなみに義理の息子は1%以

下）。息子介護者が増えたのは、独身男性や非正規雇

用が増えたから？というイメージを持たれやすいよう

ですが、息子介護者の半数は既婚者ですし、介護が始

まる前の就労状況は正規雇用が50%で、日本の男性全

体の割合と同じだそうです。現在の少子化・高齢化の

社会においては、配偶者や仕事の有無などのバックグ

ラウンドに関わらずどんな男性でも介護者になる可能

性があるからこそ、息子介護が増えてきた、というこ

とでした。 

 

妻との関係 

「同居しているから当然妻が手伝ってくれると思って

いたが、そっぽを向かれた。」 

「基本的には自分がやっているが、妻は率先して協力

してくれている。」 

両者は対照的な状況ですが、「誰が何をするのか」と

いう明らかな“交渉”が行われていないことが共通して

います。 

 暗黙の期待をするのではなく、「してほしいこと」

をコトバにして頼む。自発的に手伝ってくれているよ

うでも、本来は妻がやるものだというプレッシャーを

感じている場合もあるので、「期待していないこと

（しなくてよいこと）」もコトバで伝える。それは、

介護に限らず、家族にも限らず、普段の人間関係にお

いても大切なことだと思いました。 

きょうだいとの関係 

 日常生活に手助けが必要な親がいる女性（娘）は、

ひとりっこや女きょうだいのみの場合より、男きょう

だいがいる場合の方が“メンタル”が悪くなりやすいと

いう調査結果があるとか。息子は親の状況を「まだ大

丈夫」と楽観視したり、維持改善を求めるため手助け

を最小限にしたりする傾向が高く、女きょうだいのケ

アを過剰に感じて対立することもあるそうです。ま

た、男性には非常時以外に家族と定期的な連絡を取ら

ない人が多いようですが、特に別居介護の場合には、

きょうだい間の情報共有が重要です。 

 

性別の組み合わせ 

 認知症の配偶者を介護するとき、「夫（男）の暴力

を“適切に”おそれる妻」より「妻（女）の暴力を“見く

びる”夫」の方がケガをする例が多いそうです。これは

息子と母の場合にも当てはまり、「母（女）なら“おさ

えこめる”」と考えることでケガをさせてしまう場合

も。 

 子供が親の衰えを感じるときというのは、父と母で

は異なり、母の場合は家事や家族の世話ができなく

なっていくときなどに“ふつう”とのギャップが意識さ

れます。維持改善を求めがちな息子は、母に厳しく接

してしまいやすいそうです。 

 

 親の介護においては、楽観視したことにより対処が

遅れて症状が深刻化したり、一生懸命ケアする人ほど

厳しくなってしまい虐待につながったりするなど、無

自覚に起こるトラブルが多いとのこと。今回お話くだ

さった内容は、男性・女性の全員がそうだ、というこ

とではありませんが、統計や調査等の客観的なデータ

に基づいた情報は、自分の「親の見方」にどんな傾向

があるのかを確認するための参考になります。 

 

・第三者（ケアマネなど）に相談することは家族内の

コミュニケーションの助けになる。 

・責任あるケアをするためには依存先を分割・分散さ

みかた みかた 
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DSO参加機関からのお知らせ お役立ち情報 

 産総研ダイバーシティ推進室では東北センター

と四国センターの一般公開にて女子学生向けイベ

ントを実施予定です。このうち東北センターのイ

ベントはリコチャレに登録されています。下記の

リンクをご覧ください。 

http://www.gender.go.jp/c-challenge/

event/2017_summer.html 

  

せることが不可欠。 

・自分のできることを具体的に考えるために日頃から

親の希望を聞いておく。 

など、自分が介護者になったときはもちろん、介護者

を周りで支える立場になったときのためにも、介護の

現状や起こりうる問題、心構え等について知っておく

ことが大事だと感じました。 

 

 周囲の助けを受け取るには、体制的サポートが整っ

ていることが必要です。職場における支援制度が、支

える人と支えられる人、みんなにとってより使いやす

いものとなればと思います。  

 

（森林総合研究所 木材加工・特性研究領域 

ダイバーシティ推進室併任 

松村ゆかり 記） 

■農研機構■ 

男女共同参画推進室 

ニュースレター15号を発行 

 ■産総研■ 

  2017夏 リコチャレ 

ダイバーシティサポートオフィス 

のご案内 

 ダイバーシティ・サポート・オフィス（DSO）

は、平成19年より男女共同参画を連携して推進し

ています。 

DSOメンバー：産業技術総合研究所、森林研究・

整備機構、物質・材料研究機構、農業・食品産業

技術総合研究機構、千葉大学、筑波大学、神戸大

学、土木研究所、国立環境研究所、国際農林水産

業研究センター、防災科学技術研究所、高エネル

ギー加速器研究機構、理化学研究所、宮崎大学、

上智学院、岡山大学、宇宙航空研究開発機構、大

阪大学（加入順） 

ニュースレターへ記事を 

ご投稿ください！ 

 「DSO News Letter」に掲載する記事がありまし

たら、数行の記事でも結構ですのでぜひお寄せくださ

い。 

・シンポジウムやセミナー、講演会など、イベントの
お知らせ 

・最近行われたイベント報告、あるいは参加報告 

・最近取組中のこと 

・その他、お役立ち情報や関連情報 

宛先：dso-secretary@ffpri.affrc.go.jp  
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